
第 204 回 MINERVA ビジネスプラン発表会  

【平成 31 年 2 月 12 日（火 ) 開催   会場：岩崎学園 （新横浜 1 号館 8 階）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

                           
 

 

     
           会場風景 

ご参考 

1、スペースリンク株式会社 代表者 阿部 俊雄 氏 

発表者 専務取締役 COO 阿部 晃城 氏 (http://www.spacelinkltd.jp/) 

【住所】 神奈川県藤沢市遠藤 4489-105 慶應藤沢イノベーションビレッジ 212 号室 【設立】 2004年 5 月 

【資本金】 127,032千円 

【事業概要】 
＜次世代蓄電デバイス事業＞ カーボンナノチューブキャパシタとその応用製品の開発を行っている。従来のキャパシ
タの蓄電容量を飛躍的に向上させることに成功。リチウムイオン電池などバッテリーで課題とされている、急速充電・
安全性・長寿命という特徴を有している。これにより、既存のキャパシタ市場だけでなく、メイン電源用途として、リチ
ウム電池代替が可能な蓄電デバイスとして市場参入を計画。現在、大手企業と量産化開発の連携を進めてい
る。 
＜高精度測位システム事業＞ 高精度測位受信機とその応用システムの開発を行っている。要求仕様が極めて
高い宇宙技術開発で培ったハード＆ソフトの高度な技術を活用し、数センチメートルでの超リアルタイム測位を可
能とする高性能測位受信機「3 周波マルチ GNSS 受信機」を開発。高精度・高安定性・リアルタイム性を有してお
り、ユーザーニーズに応じた細かなカスタマイズ対応も可能なため、産業用ドローンや自動運転車両、建機・農機の
自動化用途など、様々な分野への利活用を進めている。 
【コメント】 同社が長年培ってきた技術開発力を生かして、2 つの事業に取り組んでいます。カーボンナノチューブの軽量・
高耐久性・高導電性・高安全性という特性を活かして、ウェアラブル機器、スマートフォン、移動ロボット・ドローン、電気
自動車・電動バイクへの活用を図っております。蓄電池のグローバル市場は年平均 3000 億円の成長が見込まれ、また
測位市場は今後 35 兆円規模に拡大すると言われており、いずれも将来に期待が持てる事業です。 

2、株式会社グローバルヘルス 代表者 田中 寿志 氏 （http://www.globalhealth.co.jp/） 

【住所】 神奈川県横浜市鶴見区小野町 75番地 1 横浜新技術創造館 1 号館 506 号室 

【設立】 2004年 11 月 【資本金】 42,500 千円 

【事業概要】 医療専用であった超音波画像測定をヘルスケア用途として、身体組成（皮下脂肪、筋肉）専用の
装置を製品化し、今般、『モバイル型エコー』が完成し、測定画像データやその判定、解析、各種アドバイスを被
験者がスマホを使って、クラウドサービスを受けられるシステムを開発。 
スポーツクラブやエステ、高齢者施設等に、装置は無償に近い低コストレンタルを行い、被験者数に応じたアプリ
利用料を請求する健康コンテンツ事業をスタートする。 
これまでにないビジネスモデルであり、日本発のアプリ重視デバイス統合型ベンチャーとして、ビジネスプラットホーム
を創出し、“見える化測定”の世界標準化を図る。国内はもとより、世界市場に向けて、展開していく。 

【コメント】 田中社長はもともとフィットネスクラブのインストラクターで、サッカー日本代表チームの筋トレ評価を行ってい
たそうです。現在は主に施設を対象に BtoBtoC ビジネスで考えておりますが、家庭用医療装置として BtoC ビジネスま
で普及を図っていきたいそうです。2020 年の東京オリンピックまでにオールジャパンによる“見える化”価値の世界発信を
実現して、シリコンバレーに乗り込んでいきたいというのが田中社長の夢だそうです。 
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3、アクトシステムズ株式会社 代表者 三輪 亮太郎 氏 (https://act-systems.biz/) 

【住所】 滋賀県草津市大路 1-2-19 ほづみ屋ビル 2F 【設立】 2013 年 12 月 【資本金】 5,000 千円 

【事業概要】 配食会社（お弁当会社）向けの『ｅ－弁当.com』のサービス提供や、高齢者認知症患者を対象とし
た見まもりサービスの『あんしんビーコン』の提供を行っており、地域密着のシステム対応をしながら、サービスプロパイ
ダになるべく活動しています。 
今回提案させていただくｅ－弁当.com は、生活のなかに密着した食事手配のサービスですが、日常生活のプラット
フォームサービスとなるよう取り組みを進めています。 
【コメント】 同社のサービスは利用者がスマホやタブレット、パソコンから簡単に食事（お弁当）の手配が出来るシステムで
す。実際に関西地域では 700 社の実績があり、5000 人前後が利用しております。そちらでの導入理由としては、朝集
中の受注で件数が多くて対応が限界になること、配車は見込みで積み込み、配送途中で連絡を取り合わないといけな
いので数量調整が困難であることが問題点だったようです。企業のほかにも私立の中学校や高校でのお弁当としての利
用もされています。 

☆★★☆ 今後の活動予定 ☆★★☆ 

第 205 回 MINERVA ビジネスプラン発表会 

■日 時：平成 30 年 3 月 12 日（火） 13：30～16：00 

■会 場：学校法人岩崎学園 新横浜 1 号館 8 階 

第 206 回 MINERVA ビジネスプラン発表会 

■日 時：平成 30 年 4 月 9 日（火） 13：30～16：00 

■会 場：学校法人岩崎学園 新横浜 1 号館 8 階 

《感 想》 
今年初めての発表会を開催いたしまし
た。今回も様々な分野の企業に御発
表頂きました。いずれの企業も新しいマ
ーケットを開拓していこうとされておられ
て、今後の展開が楽しみです。 
今後、発表会での発表をご希望とされ
るお方がいらっしゃいましたら、数カ月先
まで決まっておりますので早目にご連絡
をお願い申し上げます。 NPO 法人ベンチャー支援機構 MINERVA 

TEL：045-470-8668 

(株)TNPパートナーズ、(株)TNP オンザロード 

TEL：045-470-8088            井 汲 美 樹 

http://www.spacelinkltd.jp/
http://www.globalhealth.co.jp/
https://act-systems.biz/

